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「人と人のつながり」 

三江学院 黄満龍 

 私が子供だった頃、両親の仕事の関係でずっと日本に住んでいた。其の頃の両親は何時も仕事で忙

しく、子供だった私達の面倒を見る時間なんかは殆どなかった。 

私には姉が一人いる。だから経済的にそれほど豊かではなかった。両親は私達が安心して学校に行

けるようにと、朝も晩も働いていたので、普段家には私と姉しかいなかった。だから洗濯、掃除、ご

飯の支度とかは全部私達子どもでやらなければならなかった。その時の私はまだ小学一年生、姉も三年生だっ

た

て

遊んでいると時間の流れも寂しい思いも全部忘れてしまったよ

う

ムの音は本当に大嫌い

だ

に立って洗濯物を竿に掛けたいた。姉のご飯は見かけよりおいし

く

き くて、泣かないで済むはずがなかった。 

。 

私と姉は小さい時から怖がりやで、夜と暗い所が一番嫌いだった。いつも夜になると二人で手を繋いで父母

の帰りを待った。幼い私がいつも泣くので、姉は私が泣かないようによく物語を読んでくれた。でも私は物語

が全く頭の中に入ってこなかった。それは、私の手を握っていた姉の手が振るえていたからだ。実は、姉は私

よりも夜を恐がった。でも姉として自分の弱所を弟の私には見せたくなかったのだ。私と姉は何時もこうやっ

翌朝を迎えてきた。今思い出すと、その時は本当に辛い思いをした。何度涙を流したか数え切れないほどだ。 

私と姉は学校が大好きだった。学校に行けば寂しい思いをしなくてすむと分かっていたからかもしれない。

私は学校で友達と遊ぶのが好きだった、その頃の私は日本語があまり喋べれなくて、自分の考えや思いを相手

に伝えるのに苦労していた、でも日本の友達はそんな私を仲間外れにしないで、物を指差して日本語でどう言

うかを丁寧に教えながら遊んでくれた。彼らと

な気がする。姉もきっとそうに違いない。 

私には聞きたくない音があった、それは一日の授業が終わるチャイムだ。そのチャイ

った。今でもそのチャイムの音を思い出すと、辛かった昔が思い出されて切ない。 

学校が終わると友達と遊ぶのが小学生の日課なのに、私は行けなかった。家に帰ってから掃除、洗濯、そし

て八百屋で買い物をして夕ご飯の支度が待っていた。姉の帰宅を待って一緒に八百屋に行って野菜を買う。私

達はいつも安い野菜ばかりを買った。特に、モヤシをよく買った気がする。高い野菜を買った記憶は余りない。

いつも二人で下手な日本語を使って八百屋で安い野菜ばかり買うので、八百屋さんは私達兄弟の顔を覚え、「偉

いね、いつも二人で買い物だね。おまけするよ！」と言って安くしてくれた。本当に好い人だった。それから

姉はすぐ夕ご飯の支度にかかり、私は洗濯をする。しかし一つ困った事があった。それは私の身長だ。一年生

の私の背は余りにも低く、洗濯物を戸外の竿へ掛けることが出来なかった。ご飯の支度で精一杯の姉の手を煩

わせたくなかった。だから、いつも椅子の上

、三年生にしてはいい味だったと思う。 

そして、また怖い夜がやって来た。私は姉といつものように両親の帰りを待っていた。突然ベルが鳴り、私

と姉はお互いの顔を見つめ合い、両親が帰って来たと思った。急いでドアから覗いて見ると、隣りのおばさん

だった。私は、何故こんな遅くによその家へ来るのかと思いながらドアを開けると、おばさんの手の上には手

作りクッキーが一皿乗っていた。後で姉に聞くと、このクッキーはおばさんがわざわざ私達の為に作ってくれ

たもので、留守番が寂しくなったらいつでも遊びに来なさいと言ってくれたそうだ。それを聞いて、突然涙が

ぽろぽろと出て来て止まらなかった。姉も私の泣いている顔を見て、泣き出してしっまた。私は初めて姉の泣

顔を見た。日本に来て初めてこんなに優しくされたのだから、嬉し



その数年後、また両親の仕事の関係で中国に帰ることになった。 

子供は記憶はとても良いとよく言われるが、忘れるのも早かった。 

帰国した時、長い間中国語から遠ざかっていた私は、中国語を忘れてしまっていた。でも、中国の学校でも、

ま

の時の一言に応えるためにも、しっかりと日本語をマスターして、日中友好の為に力を

尽

番辛い時、悲しい時の一声の声

心から喜び、感謝して、その人を一生忘れないという生き物だと。 

 

た色々と友達が出来て、みんな、日本の友達と同じように励ましてくれた。その時も本当に嬉しかった。 

現在、私は大学生活を楽しんでいるが、「あの時かけてもらった一言」があって、今の私が居るのだと痛感

している。そして、あ

くしたいと思う。 

私は今までの経験から、人と人というものはお互いに助け合い励まし合うもので、この共存という環を離れ

て一人では生きていけないということを知った。そして確信した。人間は、一

掛けで、


